
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
間
題
ｍ

　
　
　
　
高
度
経
済
成
長
期
に
お
げ
る
工
業
立
地
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
杜
会
経
済
的
諸
問
題

杉
　
野

圏
　
　
明

ｏ

　
昭
和
三
五
年
末
に
経
済
成
長
率
七
・
八
％
と
い
う
国
民
所
得
倍
増
計
画
が
閣
議
で
決
定
さ
れ
、
ま
た
昭
和
三
七
年
五
月
に
は
新
産

都
市
建
設
促
進
法
が
公
布
さ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ぽ
日
本
資
本
主
義
の
高
度
経
済
成
長
期
の
出
発
点
に
お
い
て
、
愛
知
県
、
と
り
わ

げ
名
古
屋
市
を
中
心
と
す
る
中
京
工
業
地
帯
の
工
業
用
地
造
成
計
画
は
着
々
と
進
み
、
そ
の
実
績
に
も
と
づ
き
っ
っ
、
さ
ら
た
る
工

業
用
地
の
造
成
を
国
家
的
工
業
立
地
政
策
の
展
開
と
し
て
位
置
づ
げ
つ
つ
、
そ
の
進
行
を
い
っ
そ
う
速
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
、
い
ち
早
く
中
京
工
業
地
帯
の
発
展
計
画
を
発
表
し
た
の
は
中
部
経
済
連
合
会
で
あ
っ
た
。

　
中
都
経
済
連
合
会
は
、
昭
和
三
六
年
四
月
、
さ
き
の
『
中
部
経
済
五
ヵ
年
計
画
』
（
昭
和
三
二
年
）
を
ふ
ま
え
っ
っ
、
　
『
中
部
経
済

一
〇
ヶ
年
計
画
』
（
昭
和
三
六
－
四
五
年
）
を
策
定
発
表
す
る
が
、
そ
の
中
で
は
、
特
に
中
部
圏
を
日
本
の
均
衡
地
域
と
し
て
位
置
づ
げ
、

そ
の
た
め
に
は
「
産
業
の
合
理
的
配
置
の
設
計
お
よ
び
そ
の
合
理
的
連
絡
の
設
計
方
式
で
あ
る
集
中
的
分
散
方
式
に
よ
る
経
済
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

を
た
て
る
こ
と
が
必
要
」
だ
と
Ｌ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
部
圏
に
工
業
を
集
中
的
に
立
地
さ
せ
、
京
浜
お
よ
び
阪
神
に
お
げ
る
工
業

　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
下
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
三
五
（
　
三
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
　
三
六
）

を
分
散
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
経
済
計
画
の
内
容
と
か
か
わ
っ
て
中
京
工
業
地
帯
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

「
製
法
工
業
出
荷
額
は
四
五
年
に
は
、
五
兆
八
、
四
一
一
億
円
と
た
り
、
三
四
年
基
準
の
三
・
九
九
倍
に
た
る
。
」
と
い
う
こ
と
を

基
礎
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
三
・
五
倍
、
労
働
力
需
要
一
・
九
八
倍
、
陸
上
輸
送
量
二
・
九
七
倍
、
海
上
輸
送
量
三
・
五
二
倍
、

そ
し
て
工
業
用
地
需
要
は
二
億
六
、
九
四
六
万
平
方
米
で
三
・
六
二
倍
、
工
業
用
水
需
要
は
、
日
産
一
、
四
三
五
万
ト
ソ
で
三
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

を
基
準
と
し
て
五
・
三
〇
倍
の
増
加
を
見
込
む
も
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
注
目
す
べ
き
は
、
さ
き
の
『
中
部
経
済
五
カ
年
計
画
』
で
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
工
業
用
地
需
要
の
問
題
が
、
こ

の
二
〇
カ
年
計
画
』
で
は
新
し
く
提
起
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
昭
和
三
六
年
と
い
う
高
度
経
済
成
長

期
の
出
発
時
点
に
お
い
て
、
工
業
用
地
問
題
が
独
占
資
本
の
蓄
積
障
害
と
な
り
は
じ
め
て
い
る
こ
と
を
示
竣
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
二
〇
ヵ
年
計
画
』
で
は
、
　
「
工
業
用
地
に
っ
い
て
は
、
開
発
公
杜
お
よ
び
団
地
方
式
を
活
用
し
て
造
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

比
較
的
低
廉
な
用
地
を
確
保
し
て
工
場
の
適
当
な
分
散
配
置
を
強
力
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
（
傍
点
－
杉
野
）
と
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
こ
こ
に
は
独
占
資
本
の
赤
裸
な
要
求
が
い
み
じ
く
も
露
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
は
や
低
廉
た
工
業
用
地
を
確
保
す
る
た

め
に
、
　
『
中
京
工
業
圏
確
立
に
関
す
る
勧
告
』
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
小
細
工
を
弄
し
た
論
理
の
展
開
は
た
い
。
こ
こ
に
あ
る
の

は
、
国
民
所
得
倍
増
計
画
に
照
応
し
た
工
業
開
発
計
画
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
工
業
用
地
造
成
政
策
の
展
開
で
あ
る
。
こ
う
し
た
工

業
開
発
へ
の
熱
狂
的
た
状
況
は
、
東
海
製
鉄
の
立
地
と
い
う
現
実
の
問
題
と
も
関
連
し
な
が
ら
、
た
ん
に
中
部
経
済
連
合
会
だ
げ
で

な
く
、
愛
知
県
や
名
古
屋
市
に
お
い
て
も
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
昭
和
三
七
年
一
月
、
名
古
屋
市
は
『
名
古
屋
将
来
計
画
基
本
要
綱
』
を
発
表
す
る
が
、
そ
の
中
で
は
名
古
屋
市
が
「
今
後
更
に
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

き
な
産
業
投
資
を
受
げ
入
れ
る
に
足
る
産
業
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
判
断
し
、
そ
れ
ら
の
諾
条
件
を
次
の
よ
う
に
列
挙
し



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
概
述
し
て
お
こ
う
。

　
０
Ｄ
　
地
理
的
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　
本
邦
の
中
枢
部
に
あ
り
、
南
に
名
古
屋
港
を
擁
し
、
そ
の
背
後
地
は
豊
沃
な
濃
尾
平
野
を
控
え
、
風
水
害
禍
防
止
対
策
と
施
設
の

整
備
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　
の
　
産
業
造
成
地
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
地
帯
別
埋
立
造
成
費
は
坪
あ
た
り
、
三
、
五
四
一
円
で
中
部
地
域
の
造
成
費
が
最
も
安
価
で
あ
る
。
南
部
臨
海
工
業
地
帯
で
は
第

一
区
か
ら
第
四
区
ま
で
一
、
九
五
〇
万
平
方
米
、
ま
た
西
都
臨
海
地
帯
（
第
一
区
～
第
五
区
）
の
一
、
六
五
〇
万
平
方
米
、
荒
子
川
地

区
の
区
画
整
理
九
〇
〇
万
平
方
米
や
天
白
川
工
業
地
帯
（
七
五
九
万
平
方
米
）
の
開
発
計
画
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
完
成
す
る
と
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

本
で
も
っ
と
も
高
度
化
し
た
重
化
学
工
業
地
帯
に
な
る
。

　
ゆ
　
工
業
用
水
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　
昭
和
三
五
年
五
月
に
工
業
用
水
法
の
適
用
地
域
に
指
定
さ
れ
、
南
部
工
業
地
帯
に
専
用
工
業
用
水
道
を
敷
設
す
る
計
画
が
あ
り
、

堀
川
以
東
は
愛
知
県
営
工
業
用
水
道
の
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
、
堀
川
以
西
は
名
古
屋
市
工
業
用
水
道
が
昭
和
三
六
年
二
月
に
竣
工
、

荒
子
川
地
域
は
工
業
単
用
水
供
給
計
画
が
あ
り
、
工
業
用
水
の
不
安
は
な
い
。

　
↑
○
　
電
力
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　
中
部
山
岳
地
帯
は
全
国
の
開
発
水
力
の
四
〇
％
が
集
中
す
る
豊
か
た
水
力
発
電
地
帯
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
年
、
最
新
鋭
火
力
発
電

所
が
続
々
完
成
し
、
中
部
電
力
を
中
心
に
１
電
力
の
供
給
は
豊
富
で
あ
る
。

　
旬
　
地
盤
沈
下
が
顕
著
で
た
い
。

　
　
　
申
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
下
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
（
　
三
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
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十
巻
・
第
一
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
（
　
三
八
）

　
名
古
屋
地
方
の
地
盤
沈
下
は
昭
和
六
年
か
ら
昭
和
三
〇
年
の
問
に
海
部
郡
た
ど
で
三
〇
セ
ソ
チ
近
く
、
清
州
町
附
近
で
二
〇
セ
ソ

チ
、
　
一
宮
市
一
四
セ
ソ
チ
、
中
仙
道
に
沿
う
濃
尾
平
野
北
部
で
一
～
一
六
セ
ン
チ
の
沈
下
が
認
め
ら
れ
る
が
、
東
京
七
ニ
セ
ソ
チ

（
昭
和
五
～
三
四
年
）
、
川
崎
市
六
一
セ
ソ
チ
（
昭
和
六
～
二
九
年
）
、
尼
崎
市
六
ニ
セ
ソ
チ
（
昭
和
八
～
二
九
年
）
た
ど
他
の
工
業
都
市
に

比
較
す
る
と
、
名
古
屋
市
の
地
盤
沈
下
玩
象
は
著
し
い
も
の
で
は
な
い
。
今
後
は
工
業
用
水
道
の
建
設
を
し
て
い
く
の
で
、
他
地
域

に
お
げ
る
地
盤
沈
下
の
悩
み
は
た
く
た
る
で
あ
ろ
う
。

　
ゆ
　
そ
の
他
の
立
地
条
件
に
つ
い
て
。

　
大
消
費
地
を
擁
し
て
い
る
こ
と
、
交
通
が
発
達
し
港
湾
機
能
が
充
実
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
大
企
業
を
尖
端
に
し
て
厚
味
の
あ
る

生
産
活
動
が
可
能
、
産
業
バ
ラ
ェ
テ
ィ
ー
が
豊
富
で
企
業
間
相
互
に
よ
る
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
化
も
容
易
で
あ
る
。

　
「
大
消
費
地
を
ひ
か
え
て
い
る
」
と
い
う
一
文
を
別
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
工
業
立
地
条
件
と
し
て
は
き
わ
め
て

生
産
力
的
た
視
角
に
立
脚
し
た
も
の
で
し
か
な
い
が
、
そ
れ
で
も
杜
会
的
に
問
題
化
し
て
き
た
「
地
盤
沈
下
」
の
検
討
が
入
っ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
間
題
に
し
て
い
る
工
業
用
地
そ
れ
自
体
に
っ
い
て
は
、

工
業
用
地
造
成
費
の
高
騰
と
、
そ
れ
が
主
と
し
て
漁
業
補
償
費
に
起
因
す
る
と
い
う
指
摘
が
た
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
漁
業
補
償
の
間

題
は
埋
立
造
成
に
必
然
的
に
と
も
た
う
杜
会
問
題
と
し
て
全
国
的
に
ク
回
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
て
お

か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
地
盤
沈
下
を
は
じ
め
と
す
る
公
害
問
題
の
発
生
を
め
ぐ
る
杜
会
的
諸
問
題
を
抜
き
に
し
て
は
、

も
は
や
独
占
資
本
と
い
え
ど
も
、
そ
の
工
業
立
地
を
独
断
的
か
っ
無
政
府
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
、
次
第
に
困
難
に
た
り
っ
っ
あ
る

と
い
う
事
態
が
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
商
品
生
産
に
も
と
づ
く
独
占
利
潤
の
追
求
の
た
め
に
は
規
模
の
優
位
性
を
生
か
し
た
巨
大
な
工
業
用
地
の
造
成
が
必
要
で
あ
る
が
、



こ
の
巨
大
な
工
業
用
地
を
独
断
的
・
無
政
府
的
に
ー
造
成
す
る
結
果
、
漁
業
補
償
や
公
害
問
題
を
は
じ
め
、
労
働
カ
の
地
域
的
集
中
に

伴
う
住
宅
難
、
水
不
足
な
ど
と
い
っ
た
杜
会
的
諸
問
題
を
惹
起
せ
し
め
、
あ
ら
た
な
工
業
用
地
の
造
成
を
い
っ
そ
う
困
難
に
す
る
と

い
う
矛
盾
に
当
面
す
る
こ
と
に
た
る
の
で
あ
る
。
こ
の
困
難
を
ど
う
切
り
抜
げ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
は
、
も
は
や
個
別
独
占
資
本

の
経
済
的
な
力
だ
け
で
は
如
何
と
も
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
１
地
方
公
共
団
体
の
、
そ
れ
も
狭
い
限
ら
れ

た
地
域
に
お
い
て
だ
げ
で
な
く
、
こ
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
地
域
に
隣
接
す
る
諸
地
方
公
共
団
体
を
包
摂
す
る
広
域
的
た
行
財
政

力
を
利
用
す
る
こ
と
に
１
よ
っ
て
解
決
を
は
か
っ
て
い
く
と
い
う
独
占
資
本
の
論
理
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
名
古
屋
市
が
昭
和
三
七
年
に
、
名
古
屋
地
域
に
お
げ
る
産
業
立
地
条
件
の
卓
越
性
を
宣
伝
し
、
か
っ
「
わ
が
国
に
お
い
て
も
っ
と

も
高
度
化
し
た
重
化
学
工
業
地
帯
」
の
建
設
を
目
指
し
た
こ
と
は
、
独
占
資
本
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
蓄
積
隆
路
を
打
開
す

べ
き
救
援
の
手
を
さ
し
伸
べ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
独
占
資
本
は
、
地
理
的
条
件
、
豊
富
な
工
業
用
水
や
電
力
、

あ
る
い
は
広
大
た
工
業
用
地
と
い
っ
た
生
産
立
地
条
件
が
す
ぐ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
だ
げ
で
工
業
立
地
を
す
ぐ
さ
ま
行
た
う
わ
け
で

は
な
い
。
独
占
資
本
も
資
本
で
あ
る
か
ぎ
り
、
私
的
諸
経
費
（
投
資
）
の
節
約
（
軽
減
化
と
効
率
化
を
内
容
と
す
る
）
と
い
う
経
済
的
視

点
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
も
つ
と
し
て
も
、
さ
ら
に
ー
工
業
立
地
に
と
も
な
っ
て
必
然
的
に
生
じ
て
く
る
地
域
的
な
杜
会
経
済
問
題

の
解
決
の
た
め
に
、
地
方
公
共
団
体
の
行
財
政
力
を
ど
こ
ま
で
利
用
で
き
る
か
と
い
う
視
点
を
強
く
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
っ
ま

り
、
こ
の
後
老
の
よ
う
な
立
地
要
因
も
ま
た
現
代
に
お
け
る
工
業
立
地
条
件
の
一
っ
と
し
て
大
き
た
比
重
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
現
実
に
お
げ
る
独
占
資
本
の
工
業
立
地
に
さ
い
し
て
、
愛
知
県
な
り
、
名
古
屋
市
が
ど
の
よ

う
た
行
財
政
を
行
う
か
と
い
う
点
が
具
体
的
に
少
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
私
的
大
企
業
の

立
地
に
さ
い
し
て
、
用
地
譲
渡
価
格
や
工
業
用
水
価
格
を
い
か
に
安
く
す
る
か
、
輸
送
お
よ
び
原
燃
料
確
保
な
ど
に
つ
い
て
ど
の
よ

　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
下
）
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
（
三
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
（
　
四
〇
）

う
な
便
宜
を
は
か
る
か
、
建
設
資
金
お
よ
び
運
転
資
金
た
ど
に
た
い
す
る
援
助
、
固
定
資
産
税
を
は
じ
め
諸
課
税
に
た
い
す
る
免
除

や
減
免
、
さ
ら
に
は
住
宅
や
保
育
所
な
ど
も
含
む
低
賃
金
労
働
力
お
よ
び
一
定
の
市
場
の
確
保
と
い
っ
た
私
的
諸
経
費
の
節
約
に
関

す
る
諸
施
策
は
も
と
よ
り
、
漁
業
補
償
や
公
害
対
策
へ
の
あ
っ
せ
ん
や
と
り
く
み
た
ど
ま
で
も
包
括
し
た
地
方
公
共
団
体
の
仕
事

（
独
占
資
本
に
た
い
す
る
援
助
）
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
な
い
の
は
、
ま

さ
し
く
そ
れ
が
独
占
資
本
の
利
益
と
直
接
的
に
関
連
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
企
業
誘
致
条
件
な
ど
で
は
、
独
占
資
本
に

対
す
る
一
定
の
優
遇
措
置
が
記
さ
れ
て
い
る
げ
れ
ど
も
、
用
地
価
格
、
用
水
価
格
な
ど
は
個
別
的
に
決
定
さ
れ
、
そ
の
他
の
付
帯
事

項
（
道
路
取
り
付
け
、
水
道
管
の
引
き
込
み
な
ど
）
は
全
く
個
別
的
折
衝
の
結
果
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
こ
の
点
が
、
国
家
独
占
資
本
主
義
下
に
お
げ
る
独
占
資
本
の
一
般
的
た
蓄
積
方
式
と
も
か
か
わ
っ
て
重
要
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
り
、
地
方
政
治
、
地
域
経
済
の
基
本
的
動
向
を
も
規
定
し
て
い
る
根
本
間
題
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
中
部
経
済
連
合
会
『
中
都
経
済
一
〇
カ
年
計
画
』
、
昭
和
三
六
年
、
四
二
～
四
三
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
２
）
　
同
前
書
、
九
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
３
）
　
同
前
、
九
ぺ
ー
ジ
参
照
。

　
　
（
４
）
　
同
前
四
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
　
（
５
）
　
名
古
屋
市
『
名
古
屋
市
将
来
計
画
基
本
要
綱
』
、
昭
和
三
七
年
一
月
、
四
七
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
６
）
　
同
前
書
、
四
七
～
五
〇
べ
ー
ジ
参
照
。

　
　
（
７
）
　
『
臨
海
工
業
地
帯
造
成
公
団
要
領
』
（
運
輸
省
港
湾
局
・
通
産
省
企
画
局
刊
、
昭
和
三
四
年
八
月
）
に
よ
る
と
、
地
帯
別
埋
立
造
成
費

　
　
　
　
は
、
中
部
三
、
五
四
一
円
、
京
浜
五
、
八
一
八
円
、
阪
神
五
、
二
五
五
円
、
瀬
戸
内
三
、
七
四
六
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
８
）
　
西
部
、
荒
子
川
、
天
白
川
の
各
工
業
地
区
の
造
成
整
理
地
面
積
に
つ
い
て
は
、
『
名
古
屋
市
将
来
計
画
基
本
要
綱
』
（
前
出
）
の
一
五
〇

　
　
　
　
～
一
五
一
ぺ
－
ジ
よ
り
摘
出
。



中
京
工
業
地
帯
の
中
枢
を
し
め
る
愛
知
県
が
、
「
罠
所
得
倍
増
計
画
一
と
い
う
高
度
経
済
成
長
政
策
に
対
応
し
奈
ら
発
表
し

た
の
は
・
一
愛
知
県
新
地
方
計
画
一
一
昭
和
三
七
年
八
月
一
で
あ
つ
た
。
こ
の
一
新
地
方
計
画
一
も
、
吉
強
力
な
工
業
誘
致
政
策
を

展
開
す
る
と
と
芝
・
独
占
資
本
に
た
い
し
て
積
極
的
に
援
助
一
利
益
奉
仕
一
す
る
姿
勢
竈
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
既
成
四
大
工
業
地
帯
の
；
で
あ
る
中
京
工
業
地
帯
は
い
差
過
大
化
現
象
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
さ
ら
纂
展
の
可

能
性
を
大
き
く
も
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
き
、
本
県
下
全
体
の
経
済
発
展
は
少
く
と
島
和
四
五
年
に
は
四
倍
暴
大
す
る

　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
」

つ
ま
り
・
罠
経
済
発
展
の
推
進
力
と
し
て
の
役
割
を
愛
知
県
は
を
、
し
た
が
つ
て
、
こ
の
一
新
地
方
計
画
一
は
、
「
水
政
、

交
碧
ど
の
産
業
基
盤
計
要
作
成
す
る
に
あ
た
一
て
、
将
来
の
産
業
配
置
計
画
を
基
礎
に
し
ミ
従
来
の
あ
い
路
打
開
方
式
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

改
め
・
産
業
発
展
を
促
進
す
る
た
め
の
先
行
投
資
方
式
を
貫
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
一
と
い
う
観
点
に
立
っ
も
の
で
あ
つ
た
。
だ

か
ら
・
こ
の
一
新
地
方
計
画
一
は
、
既
成
の
中
京
工
業
地
帯
に
お
け
る
露
打
開
と
い
う
よ
り
も
、
前
年
度
に
制
定
さ
れ
た
新
産
業

都
市
法
と
同
様
に
高
度
経
済
成
長
と
い
う
観
点
に
立
脚
し
た
先
行
投
資
型
の
開
発
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
新
規
工
業
地
帯
の
髭
を

め
ざ
す
も
の
で
あ
一
た
・
そ
の
こ
と
は
、
「
名
古
屋
南
部
・
西
部
・
衣
浦
・
東
三
河
を
中
心
と
し
た
騒
部
の
大
穀
な
工
業
地
帯

が
出
現
す
る
と
・
第
二
次
産
業
を
主
体
と
し
た
産
業
の
発
展
は
画
期
的
で
膏
、
そ
れ
が
起
因
と
な
つ
て
産
業
全
般
の
高
い
成
長
が

走
ら
さ
れ
ぎ
と
い
う
文
章
に
よ
一
て
畠
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
い
う
ま
で
差
く
、
工
業
誘
平
産
業
立
地

－
関
連
企
業
の
立
地
－
地
域
経
済
の
成
長
－
地
域
所
得
の
向
上
と
い
う
拠
点
開
発
方
式
の
論
理
で
あ
る
。

　
　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
下
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
（
　
四
一
）
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二
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備
）劣（率び伸

度年
４
５度年

４
０

度年
４
５度年

４
０

次
　
）

年
度

準
－
一
３
年

基
Ｇ
３位単項

○

※
※
　
　
　
　
※

※

５
６
９
３
９
８
８
４
４
７

５
７
９
７
４
０
１
２
１
７

３
５
５
６
０
７
０
４
４
１

１
１
１
　
　
２
１
４
１
４
４

４１５２

ｏ
ｏ
　
’
１

０
０
　
１
－
一

貢
Ｕ
　
’
０

３
　
ｎ
■
■

０
■

６６４

３９４１

９２４３

０８８３

９
●

７４３

５
●

６７３

１
●

７５６

８
０
９
５
５
３
３
５
５
９

８
５
７
８
６
５
１
５
０
４

１
３
３
７
６
４
８
２
０
９

１
１
１
　
１
１
２
１
３
２

０４０２

１
　
９
　
３
　
４

０
　
８
　
５
　
７

６
　
１
　
１
　
２

２
　
２
　
３
　
１

１
１
一
　
〇
）

（
ｏ
　
２

２
　
・
ｂ

２
　
２
■

９４１４

５３３３５

１７２０４

７６７９２

０４９２

５８９４１

２４８１１

６３９１４８１

１３３１６

５５８５５８

０５７４２９

５８７８１６

０７１６９９

１５１１８１

５１１３４

３２０１

３４５１

８０６３

８３４，０２

０６５２

２２８，７９

）
８
）
６

度
－
度
４

年
’
年
■

５
３
　
５
９

４
５
４
３

～
　
～

３
６
　
３
６

３２８６４

７８４４３

２８６５２

０３４３

９７１２１

３７００１

２１６９８２１

７１０４５

３７７２８５

２２８２５６

６４１２０５

６１２１１７

５９８１５１

０８１９２

３７８

３８２３１

０２７，１

７６７，１６

３１４９３

９４５５２

８１６８１

０７３４

４１３７

４３９，６

５３３８５４

６５０，３４

０１９，３９１

９６３１２２

８７１６４２

１
８
２
５
０
０
４
０
　
６

４
７
５
８
一
　
７
８
　
８

４
３
２
６
５
３
８
６
）
８

３
，
９
，
９
，
　
４
９
、
　
　
度
４
・

２
７
６
　
　
　
　
　
　
年
１

　
　
　
　
　
　
　
　
３
３

　
　
　
　
　
　
　
　
（

以
－
－
一
－
一
一
一
円
円
一
嶋
円
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
億
億
億
億
・
。
億
ｍ

）
３
）
４

度
４
度
７

年
”
年
ユ

０
２
０
９

４
３
４
１

～
　
～

３
６
　
３
６

２
ｍ

ｏ
００１

〃

口
歳
数
業
業
業
得
業
業
業
り
　
出
り
額
額
送
送
要
出
要
成
　
成

一
一
一
雛
一
灘
熱
繍
寮
鷲
暢

は
野

て
杉

つ
し

薫
，
）
も

が
ジ
こ

た
一
け

し
２
ぺ
加

棚
一
附

を
ｕ
駒

？
〃小

岨
パ
ｚ

県
３
り

鴛
輔帆

鷺

叢
到

榔
計
慨

帽
貯

到
欝

醐
驚

汽
撚

地
－
備

簿誰
ち
な
み
に
こ
の
『
新
地
方

計
画
』
の
主
要
指
標
に
つ
い

て
み
る
と
、
第
一
表
の
よ
う

に
た
る
。

す
で
に
み
て
お
い
た
こ
と

で
あ
る
が
、
愛
知
県
の
所
得

四
倍
増
計
画
遂
行
目
標
と
し

て
の
昭
和
四
五
年
度
に
お
げ

る
生
産
所
得
は
、
第
一
表
で

も
四
〇
一
・
八
％
と
な
っ
て

お
り
、

そ
し
て
第
二
次
産
業
、

第
三
次
産
業
の
伸
び
率
も
四

○
○
劣
以
上
に
た
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
四
五
年
度

に
お
け
る
工
業
用
水
需
要
は
、

こ
の
四
〇
〇
彩
を
は
る
か
に

上
ま
わ
る
六
五
七
・
一
劣
と



た
っ
て
お
り
・
こ
れ
か
ら
み
て
も
、
お
そ
ら
く
こ
の
『
新
地
方
計
画
』
達
成
の
鍵
は
、
こ
の
工
業
用
水
確
保
に
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
工
業
用
水
問
題
の
検
討
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
工
業
用
地
問
題
に
っ
い
て
の
み
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
さ
て
・
第
一
表
よ
り
す
れ
ば
、
愛
知
県
に
お
け
る
工
業
用
地
造
成
は
、
昭
和
三
六
年
の
五
一
、
○
○
○
（
千
平
方
米
）
を
基
準
と

し
つ
つ
・
内
陸
工
業
用
地
は
、
昭
和
四
〇
年
度
ま
で
に
三
二
、
九
四
三
（
千
平
方
米
）
、
同
じ
く
昭
和
四
五
年
度
ま
で
に
五
三
、
九

一
八
一
千
平
方
米
一
を
、
ま
た
臨
海
工
業
用
地
高
旨
標
年
次
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
、
一
七
四
一
千
平
方
米
一
、
三
九
、
七
四
六
一
千

平
方
米
）
・
あ
わ
せ
て
、
四
〇
年
度
ま
で
に
五
二
、
一
一
七
（
千
平
方
米
）
、
四
五
年
度
ま
で
に
九
三
、
六
六
四
（
千
平
方
米
）
と
い
う

　
　
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
大
な
工
業
用
地
の
造
成
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
昭
和

業
　
　
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

工
　
千
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
　
三
六
年
の
五
一
、
○
○
○
千
平
方
米
を
基
準
に
し
た
ば
あ
い
、
昭
和
四
五
年

る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

鴻
鮒
　
　
　
　
　
鰯
度
凄
、
そ
の
二
八
三
．
七
・
、
す
な
わ
ち
三
倍
に
近
い
工
業
用
地
が
、
愛

劣
　
　
　
　
　
　
掃
知
県
で
新
誓
造
掌
れ
る
と
い
三
と
長
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
業
種

画
別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

計
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縣
　
　
別
、
年
次
別
に
み
る
と
第
二
表
の
よ
う
に
た
る
。

方
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知

地
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戊
一
　
こ
の
第
二
表
か
ら
み
る
と
、
昭
和
三
六
年
度
か
ら
四
五
年
度
に
か
げ
て
、

新
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ジ

県
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
朴
　
鉄
鋼
と
機
械
と
を
あ
わ
せ
て
六
五
、
三
六
八
千
平
方
米
の
工
業
用
地
が
造
成

知
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
ｕ

媛
　
　
　
　
　
　
鷲
さ
れ
、
こ
れ
は
全
工
業
用
地
造
成
面
積
の
お
よ
そ
七
割
弱
に
あ
た
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
，

表
用
　
　
　
　
　
　
警
あ
る
・
こ
れ
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
愛
知
県
の
超
高
度
経
済
成
長
政
策
が

２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
年

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竈
３
７
　
旧
来
の
繊
維
や
食
品
等
の
消
費
財
を
中
心
と
し
た
中
京
工
業
地
帯
の
即
自
的

　
　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
下
）
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
（
四
三
）
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種

鋼
械
学
料
維
材
げ
業
他

計

の

業

鉄
機
化
食
繊
木
紙
窯
そ

、
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表想構置配業産帯地業工海臨県知愛

帯地業工海臨河三東帯地業工海臨浦衣業工海臨部西屋
古
帯

名
地

３第
蝶

海臨部南屋
古
帯

名
地

＼
＼

は
千
４
５
千
画

帯
ｏ
ｏ
和
ｏ
ｏ
計

地
』
昭
』
る

業
４
１
２
て

凝
灘
。

鰹
羨
嘉

こ
全
が
年
が
で

千
工

ｏ
ｏ
海

ノ
臨

１
５
ぶ

積
よ

面
お
。

立
こ
帯

埋
サ
地

総
が
業

ち
約
画

う
に
計

の
で
が

画
ま
が
乱

計
年
千
い

立
４
５
０
０
て

埋
和
”
れ

全
昭
１
６
さ

区
，
よ
が
は

１
て
お
立
区
。

に
い
に
埋
二
済

で
お
２
の
・
定

ま
に
ｍ
地
区
決

年
区
千
用
一
置

４
０
４
０
０
業
◎
配

和
ら
』
工
了
種

昭
か
１
７
ぶ
完
業

工
場
用
地

　
　
　
　
　
　
加

鋼
錬
　
　
業
ト

銑
製
　
　
エ
ソ
　
　
業
業

つ
業
次
　
　
業
械
メ
　
　
　
エ
エ

も
鋼
２
学
　
工
機
セ
　
業
製
学

を
鉄
第
化
業
械
用
（
　
工
力
精
ヒ
他

炉
の
鋼
鋼
船
機
送
業
）
材
　
油
油
の

高
貫
鉄
鉄
造
重
輸
窯
工
木
電
石
石
そ

◎
　
　
ゆ
＠
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＠
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＠
＠

　
の
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業

し
　
　
工
）
業
　
　
　
業
　
工

　
中
業
具
ス
エ
）
　
　
工
業
業
工
）

　
物
工
器
ラ
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力
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工
工
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加
力

　
鋳
　
連
業
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カ
機
火
鋳
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加
製
学
の
火
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業
関
工
機
（
用
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機
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他
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＠
＠
＠
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◎
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工

　
　
軽

業
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工
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関

製
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学
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な
業
場

油
油
油
　
　
板
工
木

石
石
石
業
窯
合
品
貯

◎
　
ゆ
＠
◎
◎

一
中
鋳
　
　
工

鋼
延
　
・
　
工
　
　
　
　
　
　
業

銑
　
圧
　
管
瓦
　
加
　
　
業
業
　
　
業
業
工

る
業
で
業
鋼
煉
次
　
　
工
工
　
　
工
工
連

よ
鋼
外
鋼
・
火
学
一
　
　
製
学
　
ス
ト
維
関

に
鉄
以
鉄
鋼
耐
化
第
業
精
化
カ
ガ
ソ
繊
他

炉
の
鋼
の
殊
・
鋼
鋼
船
油
油
市
メ
学
の

高
貫
製
心
特
型
鉄
鉄
業
造
石
石
電
都
セ
化
そ

¢
　
＠
　
＠
　
＠
　
　
＠
¢
＠
＠
＠
＠
＠
＠

配
置
計
画
業
種
。

コ
を

学
置

化
配

鋼
の

鉄
ト

学
は

化
に
◎

油
で
能

石
ま
可

。
と
年
不

な
一
る
製
４
５
画

模
ナ
す
精
和
計

規
ビ
画
油
昭
置

大
ソ
計
石
は
配

　
　
　
◎

含
が
た
帯

も
種
れ
地

業
業
さ
業

企
た
置
工

地
つ
配
性

立
な
に
海

部
異
的
臨

陸
て
合
型

内
め
総
中

工
製
　
コ
く
ル
。

料
精
学
き
レ
待

原
油
化
大
一
期

一
石
油
を
バ
を

単
の
。
石
ト
万
力

な
て
帯
の
一
１
０
能

的
し
地
市
ナ
る
の

型
と
業
目
ビ
回
上

典
業
工
四
ソ
上
以

的
工
あ
政
る
工
。
油
ル

率
学
で
化
う
産
う
石
ネ

効
化
ト
由
し
生
よ
・
工

産
重
一
自
処
的
れ
力
る

生
ス
ナ
は
対
率
さ
電
す
。

て
モ
ビ
れ
分
効
施
は
と
地

め
ソ
ソ
そ
十
と
実
地
心
基

わ
マ
コ
。
に
模
が
号
中
一

き
な
業
る
策
揚
程
９
を
ギ

特
　
　
　
色

○

製作が野杉５
１
３

～
３
３ユＰ皿，

舳
』画計方地新県知愛『

発
展
と
し
て
で
は
た
く
、
鉄
鋼
を
中
心
と

す
る
重
化
学
工
業
地
帯
を
新
規
に
造
成
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

中
京
工
業
地
帯

全
体
か
ら
み
れ
ほ
、
産
業
構
造
の
高
度
化

を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
き
わ

め
て
明
白
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

は
、

『
新
地
方
計
画
』

で

愛
知
県
に
お
け
る
四
つ
の
臨
海
工
業

地
帯
に
お
げ
る
産
業
配
置
を
、
　
「
先
進
諸

国
と
の
国
際
的
経
済
競
争
に
耐
え
う
る
日

本
経
済
の
業
種
と
生
産
規
模
を
考
慮
し
つ

（
４
）

つ
」

策
定
し
た
と
い
っ
て
お
り
、
こ
こ
に

も
た
ん
に
愛
知
県
だ
げ
の
経
済
発
展
で
は

た
く

、
目
本
経
済
の
発
展
を
担
う
独
占
資

本
の
蓄
積
論
理
を
も
考
慮
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
愛
知
県
に
お
げ
る
臨
海
工
業



地
帯
の
産
業
配
置
が
ど
の
よ
う
に
構
想
さ
れ
て
い
た
か
を
示
せ
ば
、
第
三
表
の
よ
う
に
た
る
。

　
目
本
資
本
主
義
の
高
度
経
済
成
長
と
産
業
構
造
の
重
化
学
工
業
化
政
策
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
愛
知
県
の
『
新
地
方
計
画
』
に
お
い

て
如
実
に
あ
ら
わ
れ
、
大
規
模
た
臨
海
工
業
用
地
の
造
成
を
基
礎
に
、
銑
鋼
一
貫
の
製
鉄
所
を
は
じ
め
、
石
油
精
製
、
石
油
化
学
工

業
の
建
設
は
、
近
代
的
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
と
し
て
の
姿
を
こ
の
地
上
に
。
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
こ
の
愛
知
県
の
四
っ
の
臨
海
工
業
地
帯
に
お
い
て
は
、
　
「
名
古
屋
南
部
と
東
三
河
の
銑
鋼
一
貫
鉄
鋼
業
と
そ
の
鉄
鋼
コ

ソ
ピ
ナ
ー
ト
が
成
立
し
う
る
。
次
に
、
石
油
精
製
と
石
油
化
学
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
は
、
名
古
屋
南
部
と
西
部
の
臨
海
工
業
地
帯
と
衣
浦
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．
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．
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ｓ
ま
＼
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婁
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灘
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誼
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四
六
（
　
四
六
）

東
部
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
た
る
。
そ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
内
陸
部
工
業
地
帯
に
対
し
て
基
幹
産
業
と
し
て
の
重
化
学
工
業
地
帯
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

形
成
す
る
こ
と
と
た
る
。
」
と
い
う
よ
う
た
構
想
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
構
想
に
も
と
づ
い
て
、
四
つ
の
臨
海
工
業
地
帯
の
年
次
的
造
成
計
画
に
対
応
し
た
需
要
見
込
が
考
え
ら
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、
愛
知
県
の
そ
れ
は
次
の
第
四
表
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
か
く
し
て
、
第
四
表
の
需
要
を
そ
の
ま
ま
見
込
む
た
ら
ぽ
昭
和
四
五
年
度
の
愛
知
県
で
は
、
臨
海
部
お
よ
び
内
陸
部
を
あ
わ
せ
て
、

お
よ
そ
一
億
三
六
五
六
万
平
方
米
の
工
業
用
地
が
必
要
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
昭
和
三
三
年
の
『
愛
知
県
地
方
計
画
書
』
に
よ
れ
ば
、

「
愛
知
県
の
工
業
適
地
と
し
て
は
、
内
陸
部
に
・
・
…
・
六
一
二
万
坪
、
－
－
…
臨
海
工
業
埋
立
造
成
地
と
し
て
一
、
八
〇
四
万
坪
が
あ

（
６
）

る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
合
計
す
る
と
二
、
四
ニ
ハ
万
坪
、
す
た
わ
ち
七
、
九
七
三
万
平
方
米
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
愛
知
県

地
方
計
画
書
』
に
も
と
づ
く
か
ぎ
り
で
は
、
五
、
六
八
三
万
平
方
米
の
用
地
不
足
を
生
じ
る
の
で
、
　
『
新
地
方
計
画
』
で
は
九
、
三

六
六
万
平
方
米
の
造
成
計
画
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
も
昭
和
四
五
年
度
の
工
業
用
地
需
要
に
は
不
足
す
る
が
、
少
く
と
も

計
画
上
は
約
一
、
四
〇
〇
万
平
方
米
の
上
乗
せ
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
高
度
経
済
成
長
政
策
に
対
応
し
た
愛
知
県
の
地

方
計
画
目
標
の
変
化
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
は
鉄
鋼
お
よ
び
石
油
精
製
・
石
油
化
学
の
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
基
軸
と
し
た
が
ら
、

名
古
屋
内
陸
部
を
は
じ
め
、
小
牧
・
春
目
井
地
区
、
一
宮
・
瀬
戸
あ
る
い
は
西
三
河
の
豊
田
・
刈
谷
・
岡
崎
、
さ
ら
に
は
東
三
河
の

二
川
や
新
城
地
区
、
渥
美
半
島
部
な
ど
の
内
陸
工
業
地
区
べ
の
立
地
波
及
効
果
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。　

さ
て
、
こ
の
『
新
地
方
計
画
』
の
中
問
時
点
で
あ
る
昭
和
三
九
年
ま
で
の
工
業
用
地
の
取
得
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
工
業
用
地
の
取
得
は
こ
の
問
に
お
い
て
約
四
千
万
平
方
米
、
工
業
用
地
の
増
加
率
は
一
七
八
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
内
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他のそ

ジペ
２
５

～
２
４月９年

４
１和昭）綱要施実度

年
一
”

４
２
け

１
一
製

榊
糀

昭
靭

埋
驚

驚

峻
か

』
次

況
年

状
準

成
基

達
は

の
字

標
数

目
の

画
）

計
『
－
　
（

中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
下
）
　
（
杉
野
）

陸
部
お
よ
び
臨
海
部
を
あ
わ
せ
た
昭
和
四
〇
年
度
目
標
の
約

五
二
〇
〇
万
平
方
米
に
対
し
て
お
よ
そ
七
七
％
の
達
成
率
で

あ
る
。
次
の
第
五
表
は
そ
の
業
種
別
実
態
で
あ
る
。

　
第
五
表
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
鉄
鋼
の
三
四
八
劣
を
は
じ

め
、
機
械
工
業
二
二
三
％
、
化
学
二
六
五
％
、
　
「
食
料
」
の

二
七
三
％
と
い
う
増
加
率
は
、
平
均
の
一
七
八
劣
を
は
る
か

に
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
「
食
料
」
を
除
げ
ば
、

ま
さ
し
く
重
化
学
工
業
中
心
の
工
業
用
地
取
得
で
あ
る
こ
と

は
、
こ
こ
で
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
数
量
的
に
み
れ
ば
、
機

械
が
約
二
二
〇
〇
万
平
方
米
、
鉄
鋼
が
約
一
二
〇
〇
万
平
方

米
で
群
を
抜
き
、
そ
れ
に
化
学
が
約
六
六
〇
万
平
方
米
で
続

く
と
い
う
か
た
ち
と
た
り
、
率
と
し
て
は
高
か
っ
た
「
食
料
」

は
僅
か
に
五
五
万
平
方
米
で
し
か
な
い
。
こ
れ
を
み
れ
ば
、

高
度
経
済
成
長
の
前
期
に
お
げ
る
愛
知
県
の
用
地
取
得
が
重

化
学
工
業
に
き
わ
め
て
特
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
『
愛
知
県
地
方
計
画
書
』
（
昭
和
三
三
年
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
（
　
四
七
）
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和
標

３
　
４

１
，
２

５

昭
目
１

１

鋼
械
学
料
維
材
バ
業
他

の

計

鉄
機
化
食
繊
木
紙
窯
そ

よ
る
昭
和
四
〇
年
度
目
標
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、

い
っ
た
い
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
ま
と
め

て
み
た
の
が
第
六
表
で
あ
る
。

　
第
六
表
を
み
る
と
、
計
画
と
現
実
と
の
あ
い

だ
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
ブ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
鉄
鋼
や
機
械
は

か
な
り
大
観
模
な
用
地
取
得
を
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
目
標
達
成
率
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ

２
）

ｍ
●
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れ
五
〇
劣
と
九
〇
劣
で
あ
り
、
目
標
を
達
成
し

て
い
た
い
。
別
の
表
現
を
す
れ
ば
、
こ
の
両
業

種
に
つ
い
て
は
余
り
に
も
高
く
目
標
を
設
定
し

す
ぎ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
お
た
じ
こ

と
は
、
木
材
や
紙
バ
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。

そ
れ
に
く
ら
べ
て
、
食
料
、
繊
維
、
窯
業
は
計

画
が
低
す
ぎ
た
の
か
、
い
ず
れ
も
二
五
〇
％
以

上
の
目
標
を
達
成
す
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
資
本
主
義
体
制
下
に
お

げ
る
計
画
目
標
の
「
い
い
加
減
さ
」
を
雄
弁
に

物
語
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま

い
。　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
全
体
と
し
て
み
れ
ぱ
、
昭

和
四
〇
年
度
目
標
に
対
し
て
、
そ
の
達
成
率
は

七
七
％
弱
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
問
題
と
し

て
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
で
は
、
な
畦
達
成
し

え
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
っ
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京
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業
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立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
（
　
五
〇
）

た
の
か
、
そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　
愛
知
県
新
地
方
計
画
推
進
協
議
会
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
ま
ず
用
地
需
要
の
動
向
と
し
て
、
　
「
三
八
年
後
半
か
ら
の
経
済
の
停
滞
は
、
四
〇
年
に
入
っ
て
も
こ
の
僚
向
が
続
き
新
観
設
備
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

資
の
手
控
え
や
延
期
が
み
ら
れ
、
用
地
需
要
も
大
幅
に
減
退
し
て
き
て
い
る
。
」
と
捉
え
、
そ
し
て
と
く
に
間
題
点
と
し
て
「
用
地

価
格
の
高
騰
は
新
観
需
要
の
伸
び
た
や
み
の
一
因
と
も
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
工
業
開
発
に
と
っ
て
計
画
的
な
臨
海
内
陸
の
用
地
造

　
　
　
　
　
　
（
８
）

成
が
要
請
さ
れ
る
。
」
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
指
摘
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
っ
ま
り
、
昭
和
三
四
年
頃
の
中
京
工
業
地
帯
は
日
本
に
お
げ
る
四
大
工
業
地
帯
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

ち
で
も
工
業
開
発
の
可
能
性
を
も
っ
と
も
残
し
て
い
る
「
若
い
工
業
地
帯
」
と
い
わ
れ
た
が
、
そ
の
大
き
た
要
因
と
し
て
、
内
陸
部

に
お
い
て
相
当
の
工
場
適
地
が
あ
り
、
ま
た
臨
海
工
業
用
地
を
造
成
す
る
に
適
し
た
海
面
が
名
古
屋
南
部
か
ら
知
多
半
島
に
か
げ
て

の
地
域
に
相
当
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
資
本
主
義
の
高
度
経
済
成
長
期
に
お
げ
る
重
化
学
工
業
化
を
ま
さ
に

背
負
う
工
業
地
帯
と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ
た
し
、
ま
た
愛
知
県
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
全
国
的
視
点
か
ら
昭
和
三
三
年
以
降
、
中
京

圏
に
お
げ
る
重
化
学
工
業
化
を
積
極
的
に
推
進
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ち
た
み
に
、
こ
の
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
愛
知
県
の
地
区

別
工
業
立
地
状
況
は
第
七
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
第
七
表
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
昭
和
三
四
年
か
ら
昭
和
四
一
年
ま
で
の
期
問
中
、
愛
知
県
で
は
、
一
、
一
八
二
件
の
企

業
立
地
と
、
四
、
三
三
七
万
平
方
米
の
工
業
用
地
取
得
が
お
こ
た
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
名
古
屋
の
臨
海
埋
立
地
が
一
、
四
九
〇

万
平
方
米
（
ゴ
西
劣
）
で
あ
り
、
豊
田
市
に
お
げ
る
自
動
車
工
業
の
立
地
が
主
内
容
で
あ
る
約
五
〇
〇
万
平
方
米
と
合
計
す
る
と
、

二
、
○
○
○
万
平
方
米
で
、
愛
知
県
全
体
の
約
半
分
を
し
め
る
こ
と
に
た
る
。
全
体
的
趨
勢
か
ら
み
る
と
、
昭
和
三
四
年
か
ら
三
八



年
に
か
げ
て
は
、
年
度
内
に
一
千
万
平
方
米
を
こ
え
る
年
も
あ
っ
て
、
用
地
取
得
は
驚
異
的
と
も
い
え
る
様
相
を
示
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
後
の
工
業
用
地
取
得
は
二
〇
〇
～
三
〇
〇
万
平
方
米
程
で
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
停
滞
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
用

地
取
得
で
二
〇
〇
～
三
〇
〇
万
平
方
米
と
い
う
数
字
は
決
し
て
小
さ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
工
業
用
地
が
容
易
に
取
得
で
き
た
い
と

い
う
現
実
的
状
況
を
あ
る
程
度
示
喚
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
さ
き
の
愛
知
県
新
地
方
計
画
推
進
協
議
会

の
文
章
に
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
昭
和
四
〇
年
代
に
な
っ
て
工
業
「
用
地
価
格
の
高
騰
」
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
愛
知
県
で
も
き

か
れ
る
よ
う
に
た
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
た
ん
に
中
京
工
業
地
帯
の
み
な
ら
ず
、
他
の
三
大
工
業
地
帯
に
お
い
て
も
、
も
は
や
大
観

模
で
か
っ
安
価
な
工
業
用
地
の
取
得
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
独
占
資
本
の
工

業
立
地
上
の
切
実
な
問
題
と
し
て
、
磐
言
す
れ
ば
資
本
蓄
積
上
の
隆
路
と
し
て
、
大
観
模
で
か
っ
「
安
価
な
」
工
業
用
地
の
取
得
が

困
難
に
た
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
愛
知
県
、
　
『
愛
知
県
新
地
方
計
画
』
１
、
昭
和
三
七
年
八
月
、
三
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
２
）
　
同
前
。

　
　
（
３
）
　
同
前
書
、
六
べ
ー
ジ
。

　
　
（
４
）
　
同
前
書
、
皿
、
二
三
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
　
（
５
）
　
同
前
書
、
皿
、
二
二
五
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
６
）
愛
知
県
、
　
『
愛
知
県
地
方
計
画
書
』
、
昭
和
三
三
年
、
１
巻
、
九
五
べ
－
ジ
。

　
　
（
７
）
愛
知
県
新
地
方
計
画
推
進
協
議
会
、
　
『
昭
和
四
一
・
四
二
年
度
実
施
要
綱
』
、
昭
和
四
一
年
九
月
、
七
六
べ
－
ジ
。

　
　
（
８
）
　
同
前
。

　
　
（
９
）
　
山
本
正
雄
『
目
本
の
工
業
地
帯
』
、
岩
波
新
書
、
昭
和
三
四
年
、
一
〇
ニ
ペ
ー
ジ
。

中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
下
）
　
（
杉
野
）

五
一
（
五
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
一
号
）

五
二
（
　
五
二
）

因

　
昭
和
三
四
年
か
ら
昭
和
四
一
年
に
か
げ
て
、
と
く
に
昭
和
三
五
年
以
降
、
名
古
屋
市
周
辺
地
域
に
お
げ
る
工
業
化
の
波
は
最
高
潮

と
た
る
。

　
　
「
昭
和
三
五
年
か
ら
建
設
を
始
め
た
名
古
屋
南
部
臨
海
工
業
地
帯
の
第
一
区
お
よ
び
第
二
区
に
は
、
現
在
東
海
製
鉄
を
中
心
と
し
て
、
愛
知
製

　
鋼
と
大
同
製
鋼
の
新
鋭
工
場
が
建
設
さ
れ
、
銑
鉄
か
ら
特
殊
鋼
ま
で
の
製
鉄
、
製
鋼
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
が
完
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
…
さ
ら

　
に
従
来
は
ト
ヨ
タ
自
工
一
杜
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
豊
田
市
と
そ
の
周
辺
に
は
、
多
数
の
関
連
部
品
工
業
が
集
積
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
に
従

　
来
純
農
村
で
あ
っ
た
豊
田
市
周
辺
の
高
岡
町
や
三
好
町
に
ま
で
急
速
に
工
業
化
が
波
及
し
て
い
る
。
ま
た
名
古
屋
市
の
北
方
、
小
牧
市
、
春
目
井

　
市
、
犬
山
市
に
は
、
中
小
企
業
が
新
し
い
工
業
立
地
を
求
め
て
多
数
進
出
し
て
い
る
。
ま
た
名
古
屋
市
南
部
の
工
業
地
帯
と
刈
谷
と
の
中
間
に
位

　
置
す
る
大
府
町
の
工
業
都
市
と
し
て
の
発
展
ぶ
り
も
め
ざ
ま
し
い
。
こ
れ
ら
の
内
陸
工
業
地
帯
が
、
将
来
東
名
高
速
道
路
や
、
現
在
建
設
中
の
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
鉄
岡
多
線
の
完
成
に
よ
っ
て
連
結
さ
れ
る
と
、
愛
知
県
の
内
陸
部
の
工
業
開
発
は
飛
躍
的
に
発
展
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
」

　
愛
知
県
の
工
業
化
は
前
述
の
よ
う
に
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
す
さ
ま
じ
さ
は
別
の
資
料
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
次
の
表
は
、
昭
和
三
六
年
か
ら
四
一
年
の
五
年
間
に
お
け
る
工
場
立
地
件
数
の
全
国
的
な
状
況
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
第
八
表
に
つ
い
て
多
く
を
語
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
昭
和
三
六
年
か
ら
昭
和
四
一
年
に
か
げ
て
、
愛
知
県
に
お
け
る
立
地

件
数
は
三
ニ
ハ
件
で
、
全
国
第
一
位
で
あ
る
こ
と
、
第
二
位
の
大
阪
（
一
七
一
件
）
、
第
三
位
の
埼
玉
（
一
五
六
件
）
を
大
巾
に
引
き
は

な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
二
点
が
わ
か
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
つ
ま
り
、
愛
知
県
に
お
げ
る
工
業
立
地
の
す
さ
ま
じ
さ
が
、

こ
の
資
料
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
も
う
一
っ
だ
げ
っ
げ
加
え
て
お
こ
う
。
ひ
と
し
く
愛
知
県
に
お
げ
る
立
地
と
い
っ
て
も
、
内
陸
部
と
臨
海
部
と
で
は
か
な
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中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
間
題
（
下
）
　
（
杉
野
）

り
の
差
異
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
昭
和
三
一
年
か
ら
昭
和
三
九
年
に
か
げ
て
愛
知
県
に

立
地
し
た
企
業
は
新
設
で
一
、
一
七
七
企
業
、
増
設
で

一
〇
八
企
業
で
あ
り
、
そ
の
敷
地
面
積
は
内
陸
・
臨
海

あ
わ
せ
て
お
よ
そ
四
、
三
〇
〇
万
平
方
米
に
達
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
、
内
陸
部
に
立
地
し
た
企
業
は
新
増
設

あ
わ
せ
て
一
、
二
六
〇
企
業
、
敷
地
面
積
は
お
よ
そ
二
、

九
三
二
万
平
方
米
で
、
一
企
業
あ
た
り
二
万
三
千
平
方

米
で
あ
る
の
に
対
し
、
臨
海
部
に
立
地
し
た
企
業
数
は

新
増
設
あ
わ
せ
て
僅
か
に
二
五
企
業
、
そ
の
敷
地
面
積

は
約
一
、
三
七
九
万
平
方
米
、
一
企
業
あ
た
り
五
五
万

平
方
米
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
臨
海
部
に
立
地
し
て
き
た

企
業
は
、
一
企
業
あ
た
り
五
五
万
平
方
米
と
い
う
大
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

模
性
さ
を
も
つ
独
占
的
大
企
業
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
す
で
に
臨
海
部
へ
の
立
地
を
あ
ら
か
じ
め
、
大

、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

企
業
に
限
定
し
て
い
た
愛
知
県
や
名
古
屋
市
の
誘
致
政

策
を
想
い
起
こ
し
て
み
る
と
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
五
三
（
　
五
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
　
五
四
）

し
か
し
間
題
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
高
度
経
済
成
長
期
に
立
地
し
た
全
国
の
企
業
数
の
う
ち
、
一
割
を
は
る
か
に
超
え
る
企

業
が
愛
知
県
に
集
中
的
に
立
地
し
た
と
い
う
こ
と
、
臨
海
部
に
お
い
て
は
巨
大
工
業
が
立
地
し
た
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、

愛
知
県
内
で
、
．
と
り
わ
げ
名
古
屋
市
に
お
げ
る
地
域
住
民
に
深
刻
狂
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
四
三
年
に
出
さ
れ
た
『
名
古
屋
市
将
来
計
画
・
基
本
計
画
』
で
は
、
　
「
三
〇
年
代
後
期
か
ら
四
〇
年
に
か
げ
て
顕
著
に
な
っ

た
都
市
問
題
　
　
交
通
災
害
、
大
気
・
水
の
汚
染
、
ご
み
処
理
や
住
宅
の
問
題
、
経
済
的
繁
栄
の
陰
に
か
く
れ
た
貧
困
の
問
題
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

す
る
反
省
と
そ
の
対
策
を
付
加
し
た
も
の
」
と
い
わ
れ
る
だ
げ
に
、
工
業
立
地
間
題
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
余
り
多
く
ふ
れ
て
い
な

い
。　

だ
が
、
集
中
的
工
業
立
地
の
反
省
と
い
う
点
で
は
次
の
文
章
が
そ
の
内
容
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　
　
「
本
市
は
従
来
か
ら
中
京
工
業
地
帯
の
中
心
都
市
と
し
て
、
中
川
運
河
の
開
さ
く
、
名
古
屋
港
を
取
り
ま
く
臨
海
工
業
地
帯
の
整
備
な
ど
工
業

　
地
の
積
極
的
な
開
発
を
は
か
り
、
内
陸
部
に
お
い
て
も
各
所
に
工
業
地
を
移
成
し
、
工
業
生
産
の
面
で
飛
躍
的
な
成
長
を
と
げ
て
き
た
。
と
く
に
、

　
臨
海
工
業
地
帯
の
近
年
の
発
展
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
し
か
し
、
内
陸
部
に
お
い
て
は
、
と
く
に
都
心
地
域
に
近
接
し
て
い
る
既
存
の
工
業
地
帯
で
騒
音
・
ば
い
煙
等
に
よ
る
公
害
問
題
を
ひ
き
お
こ

　
し
て
お
り
、
公
害
発
生
工
場
と
住
屠
と
の
分
離
は
住
環
境
の
保
全
と
い
う
面
か
ら
だ
げ
で
は
な
く
、
生
産
活
動
の
面
か
ら
も
解
決
さ
れ
な
け
れ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
な
ら
狂
い
重
要
た
課
題
と
た
っ
て
い
る
。
」

　
こ
の
文
章
は
公
害
防
止
と
い
う
こ
と
を
中
心
視
点
に
す
え
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
企
業
の
生
産
活
動
と
の
関
連
で
は
、
な

お
あ
い
ま
い
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
っ
ま
り
公
害
対
策
と
い
う
こ
と
は
と
も
か
く
、
こ
れ
を
口
実
と
し
な
が
ら
、
次
お
独
占
資
本

の
蓄
積
に
手
を
貸
そ
う
と
す
る
市
の
姿
勢
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
臨
海
工
業
地
帯
の
立
地
計
画
構
想
に
か
か
わ
っ
て
、
そ
の
点

を
具
体
的
に
指
摘
し
ょ
う
。



　
「
臨
海
工
業
地
は
国
道
一
号
線
以
南
、
東
海
道
線
以
西
の
比
較
的
工
場
の
集
団
化
し
た
地
域
お
よ
び
工
場
の
適
地
で
あ
っ
て
、
今
後
積
極
的
に
－

工
業
市
街
地
と
し
て
整
備
さ
れ
る
べ
き
地
区
と
す
る
。
名
古
屋
港
臨
海
工
業
地
帯
の
う
ち
南
部
地
区
は
臨
海
一
般
工
業
地
と
し
、
鉄
鋼
・
石
油
な

ど
の
重
化
学
工
業
を
主
体
と
す
る
臨
海
性
装
置
産
業
の
立
地
を
は
か
る
と
と
も
に
、
公
害
防
止
を
配
慮
し
っ
っ
背
後
地
に
は
関
連
産
業
を
誘
致
し

コ
ソ
ビ
ナ
ｉ
ト
化
を
は
か
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
西
部
地
区
は
臨
海
工
業
地
と
し
、
木
材
港
を
中
心
に
家
具
合
板
た
ど
木
材
関
連
工
業
の
立
地
を

誘
導
す
る
。
以
上
の
ほ
か
荒
子
・
南
陽
・
飛
鳥
な
ど
の
地
区
は
、
中
小
工
業
を
主
体
と
す
る
軽
工
業
地
と
し
て
業
種
ご
と
あ
る
い
は
一
連
の
生
産

工
程
ご
と
に
集
団
的
に
収
容
す
る
も
の
と
し
、
緩
衝
緑
地
帯
な
ど
を
配
置
・
整
備
し
、
内
陸
部
の
住
宅
地
ま
た
は
商
業
地
に
ー
混
在
す
る
工
場
の
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

団
的
移
転
を
す
す
め
る
も
の
と
す
る
。
」

　
こ
こ
で
は
、
こ
の
文
章
が
も
と
も
と
「
土
地
利
用
計
画
」
と
い
う
項
目
の
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
造
成

し
た
工
業
用
地
の
利
用
計
画
が
展
開
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、
土
地
利
用
計
画
の
確
定
化
は
、
も
し
そ
れ
が
独
占
資
本
の

立
地
を
中
心
に
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
独
占
資
本
の
土
地
利
用
を
合
理
化
す
る
だ
げ
で
な
く
、
こ
の
合
理
化
を
理
由

に
、
独
占
資
本
は
新
規
に
工
業
を
立
地
さ
せ
る
ば
あ
い
に
、
立
地
諸
条
件
に
１
た
い
す
る
き
わ
め
て
有
利
な
諸
措
置
を
強
力
に
ー
要
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
っ
ま
り
、
工
業
用
地
の
譲
渡
、
価
格
の
引
き
下
げ
、
周
辺
産
業
道
路
お
よ
び
港
湾
、
鉄
道
た
ど
の

整
傭
拡
充
、
工
業
用
水
道
の
建
設
と
用
水
価
格
の
引
き
下
げ
、
固
定
資
産
税
の
免
除
や
減
免
、
さ
ら
に
は
工
場
予
定
地
周
辺
に
公
園

や
緑
地
な
ど
の
建
設
と
管
理
、
病
院
や
保
育
所
、
学
校
な
ど
の
新
増
設
ま
で
も
要
求
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、

独
占
資
本
に
と
っ
て
、
そ
の
直
接
・
問
接
的
な
出
費
を
減
少
さ
せ
、
国
家
独
占
や
地
方
公
共
団
体
の
行
財
政
を
利
用
し
た
資
本
蓄
積

を
合
法
的
に
遂
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
資
本
主
義
杜
会
に
お
げ
る
■
土
地
利
用
計
画
の
も
っ
特
殊
歴
史
的
性
格
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

っ
ま
り
独
占
資
本
の
利
益
擁
護
と
い
う
一
っ
の
性
格
が
あ
る
。
い
わ
ば
、
資
本
制
下
に
お
げ
る
土
地
利
用
計
画
の
も
っ
階
級
的
性
格

を
正
し
く
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
下
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
（
　
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
（
　
五
六
）

　
そ
こ
で
、
こ
の
『
名
古
屋
市
将
来
計
画
・
基
本
計
画
』
の
産
業
配
置
計
画
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ

う
。

．
「
庸
部
地
区
は
臨
海
一
般
工
業
地
と
し
、
鉄
鋼
・
石
油
な
ど
の
重
化
学
工
業
を
主
体
と
す
る
臨
海
性
装
置
産
業
の
立
地
を
は
か

る
」
と
い
う
と
き
、
こ
の
地
区
は
、
明
確
に
独
占
資
本
の
独
占
的
土
地
利
用
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
た
ら
、
中
小
資
本
で
は
、

製
鉄
や
石
油
精
製
な
ど
の
諸
施
設
を
建
設
す
る
だ
げ
の
資
金
調
達
能
力
を
も
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
西
地
区
に
は
「
木
材
関
連
工
業
の
立
地
を
誘
導
す
る
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
市
街
地
に
お
げ
る
木
材
関
連
工
業
を
移
転
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

と
い
う
目
的
と
も
関
連
さ
せ
た
計
画
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
西
地
区
に
お
げ
る
地
耐
力
が
極
め
て
弱
い
と
い
う
自
然
的
条
件
を
も
勘

案
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、
こ
の
埋
立
造
成
地
を
買
収
し
う
る
企
業
は
、
そ
れ
が

消
費
財
産
業
で
あ
る
と
は
い
え
、
相
当
の
資
金
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
木
材
加
工
産
業
で
は
、
六
大
銀
行
グ
ル
ー
プ
や

他
の
巨
大
産
業
と
の
資
本
系
列
関
係
が
た
い
企
業
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
用
地
買
収
資
金
を
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
、
た

と
え
ぱ
内
部
留
保
等
に
よ
っ
て
自
已
調
達
し
う
る
と
す
れ
ぽ
、
そ
れ
な
り
の
過
去
か
ら
の
資
本
蓄
積
実
績
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能

と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
企
業
近
代
化
し
う
る
だ
げ
の
実
績
と
能
力
が
融
資
関
係
機
関
に
見
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も

な
げ
れ
ぼ
、
そ
う
し
た
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
げ
に
独
占
資
本
以
外
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
や
小
零
細

企
業
で
は
と
て
も
こ
こ
に
立
地
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ぱ
、
こ
の
西
部
地
区
も
た
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
、
た
と
え
ほ

資
金
や
市
場
関
係
で
、
す
な
わ
ち
下
請
関
係
や
協
カ
会
杜
と
し
て
、
独
占
資
本
に
っ
な
が
る
諾
工
業
（
一
」
こ
で
は
木
材
関
連
企
業
）
の

土
地
利
用
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
点
の
具
体
的
な
分
析
は
あ
と
で
試
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
荒
子
・
南
陽
・
飛
島
た
ど
の
地
区
に
っ
い
て
は
、
　
「
中
小
工
業
を
主
体
と
す
る
軽
工
業
地
と
し
て
…
…
集
団
的
に
収
容
」
し
、
あ



わ
せ
て
「
内
陸
部
の
住
宅
地
ま
た
は
商
業
地
に
混
在
す
る
工
場
の
集
団
的
移
転
を
す
す
め
る
」
と
た
っ
て
い
る
。

　
も
と
よ
り
、
資
本
制
生
産
に
特
有
の
無
政
府
的
た
立
地
は
、
住
工
混
在
地
区
を
籏
出
さ
せ
る
が
、
企
業
、
と
り
わ
け
独
占
資
本
に

よ
っ
て
収
奪
さ
れ
て
い
る
中
小
零
細
企
業
は
、
商
品
生
産
に
と
っ
て
直
接
的
に
は
不
必
要
な
経
費
を
、
あ
え
て
支
出
す
る
だ
げ
の
資

金
的
余
裕
は
た
く
、
必
然
的
に
騒
音
や
媒
煙
を
は
じ
め
ガ
ス
、
汚
水
、
有
毒
物
質
な
ど
の
排
出
と
い
う
公
害
を
直
接
的
な
か
た
ち
で

当
該
地
域
に
お
よ
ぽ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
公
害
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
工
場
を
そ
う
し
た
住
居
．
商
業
地
域
か
ら
新
し
い

土
地
へ
移
転
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
公
害
発
生
の
根
本
原
因
を
な
く
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
だ
げ
で
は
問
題
の

根
本
的
た
解
決
に
は
な
ら
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
公
害
対
策
と
し
て
の
住
工
分
離
は
、
一
定
の
意
味
を
も
っ
と

は
い
え
、
資
本
制
生
産
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
問
題
の
発
生
を
一
時
的
に
ひ
き
の
ば
し
、
場
所
的
に
こ
れ
を
移
転
さ
せ
る
だ
け
に

す
ぎ
な
い
。

　
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
の
は
公
害
対
策
で
は
な
い
。
ま
た
こ
れ
ら
の
中
小
工
場
が
移
転
し
た
跡
地
利
用
の

問
題
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
間
題
は
別
の
機
会
に
と
り
扱
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
工
業
立
地
問
題
を
と
り
扱

う
こ
と
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
工
業
立
地
に
関
連
し
て
、
中
小
企
業
と
独
占
資
本
と
が
ど
う
い
う
経
済
関
係
を
と
り
結

ぶ
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
と
し
た
い
。

　
ま
ず
、
新
規
工
業
用
地
に
集
団
立
地
で
き
る
中
小
企
業
が
、
資
本
関
係
か
ら
み
て
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
す
で
に
こ
の
こ
と
は
さ
き
に
も
ふ
れ
て
お
い
た
よ
う
に
、
近
代
化
さ
れ
た
中
小
企
業
、
す
な
わ
ち
国
際
競
争

力
を
も
つ
独
占
資
本
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
業
績
と
能
力
を
も
っ
た
中
小
企
業
、
独
占
資
本
と
下
請
関
係
や
協
力
関
係
を
も
っ
た
中

小
企
業
、
あ
る
い
は
そ
う
Ｌ
た
関
係
を
も
ち
う
る
べ
く
努
力
す
る
中
小
企
業
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
中
小
企
業
の
集
団

　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
下
）
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
（
五
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
（
　
五
八
）

立
地
、
あ
る
い
は
中
小
工
業
団
地
の
捗
成
と
い
う
こ
と
は
、
中
小
企
業
の
近
代
化
を
集
団
的
に
か
つ
一
挙
に
行
な
う
と
い
う
こ
と
が

そ
の
内
実
と
な
る
。

　
と
は
い
え
、
独
占
資
本
が
主
導
す
る
工
業
立
地
政
策
一
般
と
い
う
視
角
か
ら
す
れ
ば
、
問
題
の
核
心
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
中
小
企
業
の
集
団
的
立
地
は
、
そ
こ
に
立
地
し
て
き
た
企
業
が
こ
れ
ま
で
独
占
資
本
と
一
定
の
関
係
が
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
、
独
占
資
本
が
そ
の
中
小
企
業
を
全
体
的
に
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
支
配
し
、
利
用
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ

と
正
確
に
云
え
ぽ
、
中
小
企
業
が
立
地
に
よ
っ
て
得
た
超
過
利
潤
を
独
占
資
本
が
再
収
奪
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
地
方
公
共
団
体
の
行
財
政
に
よ
っ
て
集
団
的
に
立
地
し
て
き
た
企
業
は
、
た
と
え
そ
れ
が
中
小
企
業
で
あ
ろ
う
と
、
道
路
、
鉄

道
、
港
湾
た
ど
の
運
輸
条
件
は
て
は
公
園
緑
地
の
存
在
を
は
じ
め
公
害
対
策
費
の
減
少
等
々
、
そ
う
し
た
立
地
諸
条
件
の
有
利
さ
が
、

費
用
価
格
を
低
下
せ
し
め
、
そ
れ
自
体
と
し
て
い
え
ぱ
、
特
別
剰
余
価
値
１
１
超
過
利
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
独

占
資
本
は
、
中
小
企
業
が
こ
う
し
て
得
た
超
過
利
潤
を
今
度
は
系
列
関
係
や
協
力
関
係
を
新
ら
し
く
作
り
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
収
奪

し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
を
地
域
的
に
っ
く
り
あ
げ
る
の
が
、
地
方
公
共
団
体
の
行
財
政
力
を
使
っ
た
中
小
企

業
の
集
団
的
立
地
政
策
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
国
家
独
占
資
本
主
義
に
お
げ
る
収
奪
構
造
の
一
環
を
な
し
て
い
る
の
で
あ

る
。　

だ
が
、
こ
こ
で
肝
心
な
こ
と
は
、
中
小
企
業
の
集
団
立
地
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
独
占
資
本
の
収
奪
対
象
と
な
り
、
ま
た
そ
の
よ

う
な
も
の
と
し
て
集
団
立
地
さ
せ
る
（
事
務
担
当
者
が
意
識
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
）
の
で
あ
る
が
、
ま
た
逆
の
関
係
も
生
み
だ
す

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
．

　
す
た
わ
ち
同
一
地
域
に
集
団
立
地
し
た
中
小
企
業
は
、
そ
の
地
縁
的
な
関
係
を
生
み
だ
し
、
や
が
て
は
独
占
資
本
と
の
経
済
関
係



を
は
じ
め
そ
の
他
の
諸
関
係
も
相
互
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
相
互
に
独
立
し
、
か
っ
対
立
し
て
い
た
中
小
企
業

の
あ
い
だ
に
、
独
占
資
本
に
た
い
し
て
は
一
定
の
協
調
関
係
を
も
っ
可
能
性
を
同
時
に
っ
く
り
だ
す
。

　
こ
の
協
調
関
係
は
、
独
占
資
本
に
対
す
る
協
力
会
杜
団
体
と
し
て
組
織
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
他
面
、
独
占
資
本
に
対
し
て
、

下
請
業
務
の
計
画
的
発
注
、
製
品
納
期
の
延
長
、
品
質
管
理
検
査
の
民
主
化
、
下
請
価
格
の
っ
り
あ
げ
、
手
形
サ
ィ
ト
の
短
縮
化
な

ど
の
統
一
要
求
を
だ
す
組
織
に
転
化
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
中
小
企
業
の
集
団
的
立
地
は
、

独
占
資
本
に
対
す
る
協
力
関
係
を
一
層
促
進
す
る
こ
と
に
た
る
か
、
そ
れ
と
も
独
占
資
本
に
・
対
し
て
中
小
企
業
の
利
益
を
確
保
す
る

た
め
の
強
力
な
交
渉
組
織
に
も
た
る
と
い
う
両
側
面
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
間
題
は
と
も
か
く
、
昭
和
四
三
年
の
『
名
古
屋
市
将
来
計
画
・
基
本
計
画
』
で
は
、
そ
う
し
た
問
題
に
は
な
ん
ら
ふ
れ

る
こ
と
た
く
、
い
た
ず
ら
に
独
占
資
本
の
利
潤
追
求
を
促
進
さ
せ
る
役
割
を
は
た
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
っ
ま
り
、
臨
海
工

業
地
帯
に
お
げ
る
重
化
学
工
業
化
と
い
う
そ
の
具
体
的
内
容
は
、
名
古
屋
市
の
行
財
政
を
ば
独
占
資
本
の
手
に
握
ら
せ
な
が
ら
、
た

お
こ
れ
を
促
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
げ
に
都
市
問
題
に
対
す
る
一
定
の
反
省
と
は
、
ま
さ
に
逆
の
方
向
、
っ
ま
り

都
市
部
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
資
本
蓄
積
を
し
て
い
く
か
と
い
う
反
省
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
愛
知
県
『
工
業
化
に
伴
う
地
域
杜
会
の
経
済
的
・
杜
会
的
変
動
に
関
す
る
調
査
』
、
昭
和
三
九
年
、
二
ぺ
ー
ジ
。

（
２
）
企
業
立
地
お
よ
び
そ
の
敷
地
面
積
に
関
連
す
る
一
連
の
数
字
は
、
『
中
京
広
域
都
市
圏
の
地
域
構
造
（
そ
の
四
）
』
（
第
四
編
中
京
広
域

　
　
都
市
圏
に
お
け
る
工
業
の
地
域
構
造
）
、
昭
和
四
二
年
七
月
、
愛
知
県
、
五
二
ぺ
ー
ジ
に
よ
る
。

（
３
）
名
古
屋
市
、
　
『
名
古
屋
市
短
期
計
画
（
昭
和
五
〇
～
五
二
年
度
）
』
、
昭
和
五
〇
年
一
月
、
一
ぺ
－
ジ
。

（
４
）
　
名
古
屋
市
『
名
古
屋
市
将
来
計
画
・
基
本
計
画
』
、
昭
和
四
三
年
、
四
五
べ
ー
ジ
。

（
５
）
　
同
前
、
四
五
～
四
六
べ
ー
ジ
。

　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
下
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
（
　
五
九
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
（
　
六
〇
）

（
６
）
土
地
利
用
計
画
が
、
独
占
資
本
の
蓄
積
運
動
を
阻
害
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
他
の
性
格
を
見
落
し
て
は
な
ら
た
い
。

（
７
）
　
ち
な
み
に
、
西
南
部
埋
立
地
区
は
沖
積
層
基
底
深
度
（
Ｎ
値
１
１
二
〇
～
三
〇
）
は
、
平
均
二
五
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。
表
四
（
名
古

　
　
屋
市
埋
立
地
区
の
地
耐
力
）
、
『
立
命
館
経
済
学
』
、
第
二
十
九
巻
第
五
号
、
昭
和
五
五
年
、
ニ
ハ
五
ぺ
ー
ジ
参
照
の
こ
と
。

　
昭
和
四
三
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
『
中
部
圏
基
本
開
発
整
備
計
画
』
で
は
、
き
わ
め
て
抽
象
的
で
あ
る
が
、
工
業
用
地
造
成
と
の

関
連
で
、
公
害
対
策
、
農
業
と
の
調
整
、
自
然
景
観
の
保
全
な
ど
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
基
調
は
あ
く
ま
で
も
国
際

競
争
力
を
も
つ
大
工
場
の
建
設
を
前
提
と
し
た
大
規
模
工
業
用
地
の
造
成
で
あ
る
。

　
　
「
工
業
の
著
し
い
発
展
に
伴
い
必
要
な
新
規
工
業
用
地
は
、
合
理
的
な
土
地
利
用
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
工
業

開
発
を
目
途
に
造
成
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。
臨
海
工
業
用
地
に
っ
い
て
は
、
主
要
な
港
湾
を
中
心
と
す
る
地
域
に
お
い
て
国
際

競
争
に
そ
た
え
る
べ
き
臨
海
性
大
揚
模
工
場
の
立
地
を
想
定
し
、
と
く
に
、
既
成
工
業
地
帯
の
公
害
発
生
に
対
し
、
十
分
配
慮
し
て

工
場
用
地
を
造
成
す
る
も
の
と
す
る
。

　
内
陸
工
場
用
地
に
っ
い
て
は
、
農
業
と
の
調
整
、
自
然
景
観
の
保
全
等
を
配
慮
し
て
、
秩
序
あ
る
工
場
用
地
造
成
を
推
進
す
る
も

　
　
　
（
１
）

の
と
す
る
。
」

　
こ
う
し
た
逆
行
的
方
向
で
の
反
省
は
、
昭
和
四
五
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
『
第
三
次
愛
知
県
地
方
計
画
』
で
も
、
一
貫
し
た
か
た

ち
で
み
う
げ
ら
れ
る
。
も
と
も
と
こ
の
『
第
三
次
愛
知
県
地
方
計
画
』
は
、
　
「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」
を
ふ
ま
え
て
作
製
さ
れ
た

も
の
で
、
計
画
期
問
も
昭
和
六
〇
年
度
ま
で
の
一
六
ヶ
年
と
す
る
長
期
構
想
で
あ
っ
た
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
理
念
は
人
問
尊
重
を
ふ
ま
え
た
「
快
適
で
豊
か
な
生
活
と
生
産
の
場
の
形
成
」
と
当
時
の
桑
原
愛
知
県
知
事
も

云
う
よ
う
に
、
杜
会
福
祉
の
増
進
が
前
面
に
出
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
土
地
利
用
計
画
を
み
る
と
、
昭
和
六
〇
年
度
ま
で
に
愛
知
県
全
体
で
一
〇
、
七
九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工
業

用
地
需
要
が
あ
る
と
し
、
依
然
と
し
て
工
業
開
発
政
策
の
色
彩
が
濃
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
地
域
的
に
み
る
と
、
そ
の
う
ち
の
七
、

九
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
名
古
屋
大
都
市
地
域
に
、
そ
し
て
二
、
八
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
東
三
河
都
市
地
域
に
、
そ
し
て
残
り
の
九
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
三
河
山
間
地
域
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
内
訳
は
内
陸
工
業
用
地
が
六
、
四
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
臨
海
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

業
用
地
が
四
、
三
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
商
業
用
地
を
も
含
め
て
運
輸
、
倉
庫
そ
の
他
の
施
設
用
地
と
し
て
八
、
二
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
立
地
関
係
用
地
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
超
高
度
経
済
成
長
政
策
に
照
応
し
た
大
規
模
な
用
地
の
造
成
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
そ
こ
で
工
業
振
興
政
策
に
っ
い
て
み
れ
ぼ
、
愛
知
県
で
は
昭
和
四
〇
年
時
点
で
二
六
、
二
三
一
億
円
で
あ
っ
た
工
業
出
荷
額
を
昭

和
六
〇
年
に
は
一
四
五
、
三
六
〇
億
円
に
、
す
た
わ
ち
五
・
五
倍
に
伸
展
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
担
い
手
と
な
る
業

種
は
、
化
学
（
八
〇
五
）
、
機
械
（
七
六
二
）
、
鉄
鋼
（
六
三
二
）
、
木
材
（
六
二
八
）
で
あ
り
、
括
孤
内
の
数
字
は
い
ず
れ
も
昭
和
四
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

年
度
を
一
〇
〇
と
し
て
昭
和
六
〇
年
度
の
工
業
出
荷
額
の
伸
び
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
諾
工
業
の
立
地
に
つ
い
て
は
、
工
業
用
地
利
用
の
大
規
模
化
、
高
密
度
利
用
化
と
あ
わ
せ
て
地
方
分
散
が

う
た
わ
れ
、
中
問
年
度
で
あ
る
昭
和
五
〇
年
度
ま
で
に
１
工
業
用
地
面
積
三
、
七
八
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
稼
動
べ
ー
ス
）
を
次
の
よ
う
に

適
正
配
置
す
る
も
の
と
さ
れ
一
て
い
る
。

　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
下
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
（
　
六
一
）
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六
二
（
六
二
）

　
　
　
「
ア
、
臨
海
工
業
地
帯
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
造
成
事
業
の
進
渉
し
て
い
る
名
古
屋
南
部
お
よ
び
西
部
、
衣
浦
、
東
三
河
の
三
臨
海
工
業
地
帯

　
で
一
、
七
四
一
肪
を
昭
和
五
〇
年
ま
で
に
造
成
し
、
既
計
画
事
業
を
ほ
ぽ
完
了
す
る
も
の
と
し
、
工
業
配
置
に
あ
た
っ
て
は
、
公
害
調
査
結
果
を

　
尊
重
し
た
適
正
な
業
種
配
置
を
行
な
い
公
害
防
止
に
万
全
を
期
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
イ
、
内
陸
部
に
っ
い
て
は
、
昭
和
五
〇
年
ま
で
は
現
在
の
工
業
立
地
動
向
に
あ
ま
り
変
化
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
必
要
用
地
二
、
〇
四
八

　
脆
は
名
古
屋
尾
張
地
区
四
六
劣
、
西
三
河
地
区
四
一
％
、
東
三
河
地
区
一
二
％
の
割
合
で
開
発
さ
れ
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
場
合
、
合
理

　
的
土
地
利
用
を
べ
ー
ス
に
住
宅
用
地
と
の
混
在
を
避
げ
な
が
ら
集
団
的
に
配
置
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
ウ
、
市
街
地
の
既
存
工
場
、
特
に
住
宅
地
、
商
業
地
等
と
混
在
す
る
工
場
に
つ
い
て
は
、
過
密
、
公
害
防
止
の
観
点
か
ら
移
転
分
散
を
促
進
す

　
る
も
の
と
し
、
工
場
適
地
へ
の
誘
導
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
　
エ
、
工
業
の
適
正
配
置
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
公
的
機
関
に
よ
る
工
業
団
地
造
成
を
積
極
的
に
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。
」

　
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
に
と
も
な
っ
て
各
地
で
生
じ
た
公
害
問
題
や
公
害
反
対
闘
争
が
、

こ
の
計
画
で
は
明
確
に
意
識
さ
れ
、
そ
れ
を
配
慮
し
た
記
述
が
次
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
臨
海
工
業
地
帯

で
は
「
適
正
な
業
種
配
置
」
に
よ
る
公
害
防
止
、
ま
た
内
陸
部
で
は
工
業
用
地
と
住
宅
用
地
と
の
混
在
を
避
げ
た
工
場
の
集
団
的
配

置
、
そ
し
て
市
街
地
の
工
場
を
移
転
分
散
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
公
害
防
止
」
を
理
由
に
「
公

的
機
関
に
よ
る
工
業
団
地
造
成
」
が
積
極
的
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
こ
の
点
は
重
要
で
あ
る
。
な
普
た
ら
こ
こ
で
い
う
「
公
的
機
関
」
と
は
、
　
「
県
、
市
町
村
、
目
本
住
宅
公
団
た
ど
」
で
あ
っ
て
、

市
町
村
や
県
は
と
も
か
く
、
地
域
住
民
の
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
が
第
一
任
務
で
あ
り
、
資
金
運
用
も
そ
の
た
め
に
た
さ
れ
て
い
る

日
本
住
宅
公
団
に
工
業
団
地
を
造
成
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
公
的
資
金
の
運
用
が
問
題
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

て
浮
び
あ
が
る
が
、
日
本
住
宅
公
団
の
業
務
と
し
て
、
　
「
工
業
用
地
の
造
成
」
が
あ
る
以
上
、
こ
れ
以
上
に
ー
議
論
を
深
め
る
こ
と
を

避
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。



　
問
題
を
本
筋
へ
戻
そ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
公
害
防
止
の
手
段
と
し
て
、
業
種
選
定
や
住
工
分
離
お
よ
び
工
場
移
転
た
ど
が
、
資
本
主
義
体
制
下
と
い
う
枠
の

中
で
も
一
定
の
有
効
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
っ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
こ
の
「
公
害
防
止
」
を
利
用
し
な

が
ら
、
私
的
な
巨
大
企
業
１
１
独
占
資
本
が
「
公
共
機
関
」
の
援
助
で
も
っ
て
工
業
用
地
を
造
成
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

っ
ま
り
、
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
「
公
的
機
関
」
を
利
用
し
っ
っ
、
資
本
蓄
積
を
い
っ
そ
う
押
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

点
に
間
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
は
次
の
文
章
で
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ア
、
工
業
用
地
の
造
成
、
工
業
用
地
の
確
保
、
工
業
の
適
正
配
置
、
公
害
防
止
等
工
業
立
地
計
画
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め

の
最
も
根
本
的
た
施
策
は
、
工
業
用
地
の
造
成
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
基
盤
整
備
事
業
を
公
的
機
関
の
手
に
・
よ
っ
て
重
点
的
に

　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
・
　
　
（
８
）

実
施
し
、
企
業
立
地
の
た
め
有
利
な
条
件
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
」
（
傍
点
－
杉
野
）

　
こ
の
引
用
文
で
明
ら
か
た
よ
う
に
、
　
「
企
業
立
地
の
た
め
の
有
利
な
条
件
を
つ
く
り
出
す
」
と
い
う
愛
知
県
の
基
本
姿
勢
が
、
独

占
資
本
の
立
地
に
た
い
し
て
特
別
の
優
遇
措
置
を
講
じ
、
か
つ
そ
の
無
政
府
的
蓄
積
運
動
を
援
助
す
る
こ
と
に
た
る
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
愛
知
県
や
名
古
屋
市
の
大
企
業
本
位
の
工
業
誘
致
政
策
が
も
た
ら
し
た
必
然
的
な
結
果
は
、
昭
和
五
〇
年
の
段
階
に
お
い
て
、

市
み
ず
か
ら
認
め
る
よ
う
に
次
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

　
「
五
カ
年
の
実
施
計
画
策
定
後
、
四
年
を
経
過
し
た
今
目
、
本
市
の
か
か
え
る
都
市
問
題
は
ま
す
ま
す
激
化
し
て
い
る
。
特
に
こ
の
間
の
経
済
、

杜
会
条
件
の
変
化
は
著
し
く
、
一
昨
年
夏
の
ド
ル
・
シ
ヨ
ツ
ク
、
ひ
き
っ
づ
き
起
っ
た
石
油
危
機
、
諸
物
価
の
狂
乱
な
ど
、
市
民
生
活
は
、
ま
す

ま
す
不
安
に
１
お
と
し
い
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
産
業
関
連
資
本
に
対
す
る
生
活
関
連
資
本
の
絶
対
的
な
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
を
は
じ
め
、
市
民
意
識

　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
下
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
（
　
六
三
）
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六
四
（
　
六
四
）

　
の
変
化
．
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
行
政
需
要
に
対
応
す
る
大
都
市
財
源
は
悪
化
し
、
今
や
、
地
方
自
治
は
三
割
自
治
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
下
ま
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

　
る
窮
状
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
る
。
」

　
こ
う
し
た
事
態
を
ふ
ま
え
た
名
古
屋
市
は
、
　
「
さ
き
に
策
定
し
た
５
カ
年
の
実
施
計
画
を
根
本
的
に
洗
い
な
お
し
、
緊
急
を
要
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

る
諾
問
題
の
解
決
に
主
眼
を
置
き
、
昭
和
五
〇
年
度
を
初
年
度
と
す
る
短
期
三
ヵ
年
計
画
」
と
し
て
『
名
古
屋
市
短
期
計
画
、
昭
和

五
〇
～
五
二
年
度
』
を
策
定
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
工
業
開
発
や
工
業
立
地
は
、
こ
の
『
短
期
計
画
』
で
は
ど
の
よ
う
に
と
り
扱
わ
れ
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
経
済
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
反
省
し
、
生
活
優
先
、
弱
者
優
先
、
杜
会
的
公
正
の
原
則
を
中
心
に
す
え
た
施
策
を

進
め
る
」
と
い
う
本
山
市
長
の
「
ま
え
が
き
」
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
『
短
期
計
画
』
に
は
「
工
業
開
発
」
と
い
う
項
目
は
な
い
。

ま
た
「
市
民
の
経
済
」
と
い
う
箇
所
で
も
、
そ
の
内
容
は
「
中
小
企
業
の
振
興
、
都
市
農
業
の
振
興
、
消
費
者
の
保
護
、
勤
労
者
の

　
（
ｕ
）

福
祉
」
と
た
っ
て
お
り
、
巨
大
企
業
の
経
済
活
動
や
工
業
立
地
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
　
「
市
街
地
の
整
備
」
と
い
う

項
目
の
な
か
で
「
工
業
地
」
に
っ
い
て
関
説
し
て
お
ヅ
、
そ
こ
で
は
名
古
屋
市
庸
部
お
よ
び
西
庸
部
の
臨
海
工
業
用
地
に
っ
い
て
次

の
よ
う
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
臨
海
部
の
工
業
地
は
、
埋
立
地
に
重
化
学
工
業
が
立
地
し
て
お
り
、
大
気
汚
染
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
公
害
の
最
大
の
発
生
源

　
　
　
　
　
（
１
２
）

と
な
っ
て
い
る
。
」

　
さ
ら
に
「
市
民
の
港
」
と
い
う
項
目
の
た
か
で
は
「
埋
立
て
事
業
」
に
つ
い
て
ふ
れ
、
そ
の
現
状
と
問
題
点
を
次
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る
。



　
　
「
南
部
臨
海
地
区
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
五
年
か
ら
土
地
造
成
事
業
に
着
手
し
現
在
、
全
体
計
画
一
、
九
三
三
脆
の
う
ち
九
五
劣
の
進
渉
を
み

　
て
お
り
、
銑
鋼
一
貫
工
場
を
中
心
に
電
力
、
石
油
、
化
学
、
食
品
等
の
企
業
が
立
地
し
、
名
古
屋
南
部
工
業
地
帯
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
西
部
臨
海
地
区
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
八
年
か
ら
全
体
計
画
一
、
〇
六
七
肋
の
土
地
造
成
事
業
に
着
手
し
、
現
在
九
三
％
の
進
渉
を
み
せ
、
す

　
で
に
木
材
港
を
中
心
と
し
た
木
材
工
業
団
地
、
コ
ソ
テ
ナ
ふ
頭
を
中
心
と
し
た
港
湾
流
通
団
地
、
さ
ら
に
・
は
鋼
材
流
通
基
地
及
び
製
紙
、
石
油
、

　
電
力
等
の
企
業
が
立
地
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
地
区
は
木
材
団
地
た
ど
の
よ
う
に
本
市
の
市
街
地
内
に
立
地
し
て
い
た
既
存
企
業
の
集
約
移
転
用
地
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

　
商
業
的
用
地
と
し
て
の
土
地
利
用
に
・
も
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

　
　
さ
ら
に
、
今
後
の
造
成
地
は
環
境
保
全
の
面
か
ら
も
公
園
、
運
動
場
な
ど
の
オ
ー
プ
ソ
ス
ベ
ー
ス
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
」

　
こ
れ
ら
二
っ
の
文
章
か
ら
す
れ
ば
、
　
「
臨
海
部
の
工
業
地
は
、
…
…
各
種
公
害
の
最
大
の
発
生
源
」
と
い
う
規
定
が
、
臨
海
部
を

専
ら
重
化
学
工
業
用
地
と
し
て
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
消
極
た
ら
し
め
、
公
害
対
策
と
し
て
公
園
や
運
動
場
と
い
っ
た
オ
ー
ブ
ソ
ス
ベ

ー
ス
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
発
想
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

　
た
し
か
に
資
本
制
生
産
様
式
の
も
と
に
。
お
げ
る
巨
大
工
業
の
立
地
と
そ
の
活
動
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
「
各
種
公
害
の
最
大
の
発
生

源
」
と
た
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ポ
。
し
か
し
な
が
ら
、
巨
大
工
業
の
立
地
と
そ
の
活
動
自
体
が
公
害
の
於
本
弥
発
生
源
と
規

定
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
公
害
発
生
の
根
本
原
因
は
ま
さ
し
く
資
本
制
生
産
様
式
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

点
を
忘
れ
て
は
、
真
の
公
害
対
策
も
真
の
地
域
振
興
政
策
も
樹
立
・
施
行
す
る
こ
と
は
で
き
た
い
。
そ
の
結
果
、
工
業
開
発
そ
れ
自

体
が
悪
の
代
表
の
よ
う
に
み
た
さ
れ
、
せ
い
畦
い
中
小
企
業
振
興
程
度
に
と
ど
め
よ
う
と
い
う
地
方
公
共
団
体
の
消
極
的
な
地
域
振

興
政
策
と
た
る
の
，
で
あ
る
。

　
だ
が
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
現
代
の
巨
大
工
業
の
担
い
手
は
独
占
資
本
で
あ
り
、
独
占
資
本
の
工
業
立
地
や
工
業
活
動
に
た
い
し

て
、
地
方
公
共
団
体
が
観
制
す
る
こ
と
は
、
法
制
的
に
も
、
ま
た
経
済
的
に
も
大
き
な
困
難
が
事
実
上
あ
る
。
そ
の
困
難
を
ど
う
打
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立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
（
　
六
六
）

解
↓
て
い
く
か
は
、
労
働
者
階
級
を
基
軸
と
し
た
地
域
住
民
が
、
独
占
資
本
に
た
い
し
て
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
と
い
う
姿
勢
、
そ

の
組
織
状
況
や
運
動
状
況
に
よ
っ
て
多
様
に
規
定
さ
れ
、
か
つ
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
　
「
公
共
性
」
を
理
念
と

す
る
市
の
計
画
と
し
て
は
、
た
ん
に
工
業
開
発
に
っ
い
て
ふ
れ
な
い
と
い
う
消
極
的
な
姿
勢
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
く
の
困
難
が
あ
る

と
は
い
え
、
少
く
と
も
問
題
解
決
の
方
向
性
を
打
ち
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
か
な
ら
ば
、
い
か
に
資
本
制
の
も
と
に
お

げ
る
工
業
開
発
の
害
悪
を
否
定
し
て
も
、
工
業
生
産
力
の
発
展
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
要
は
、
非

民
主
的
な
地
方
行
財
政
に
よ
る
独
占
資
本
へ
の
奉
仕
政
策
を
改
め
、
地
域
住
民
の
生
活
と
健
康
を
ま
も
り
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う

地
方
自
治
の
基
本
理
念
を
ふ
ま
え
た
工
業
開
発
政
策
を
展
開
す
れ
ば
よ
い
わ
げ
で
あ
る
。

　
地
元
か
ら
の
雇
用
促
進
、
適
正
な
労
働
条
件
と
地
域
最
低
賃
金
の
底
上
げ
、
適
正
な
用
地
・
用
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
譲
渡
・
供

給
価
格
の
設
定
、
地
元
企
業
に
対
す
る
適
正
な
下
請
価
格
と
適
正
な
条
件
に
も
と
づ
く
発
注
、
巨
大
企
業
に
た
い
す
る
各
種
優
遇
措

置
の
徹
廃
、
民
主
的
な
課
税
の
実
施
、
公
害
対
策
の
完
全
実
施
、
適
正
な
製
品
価
格
の
設
定
、
な
ど
な
ど
の
民
主
的
塊
制
を
ふ
ま
え

た
大
工
場
の
誘
致
が
は
か
ら
れ
れ
ぱ
よ
い
わ
げ
で
あ
る
。

　
資
本
主
義
体
制
の
全
般
的
危
機
の
段
階
に
お
い
て
は
、
労
働
者
階
級
を
中
心
と
し
た
農
民
・
中
小
企
業
た
ち
の
広
汎
か
つ
組
織
的

闘
争
が
高
揚
す
る
杜
会
的
条
件
は
成
熟
し
て
い
る
。
こ
の
杜
会
的
条
件
の
成
熟
と
と
も
に
、
巨
大
企
業
に
た
い
す
る
特
別
の
優
遇
措

置
を
廃
止
し
、
企
業
行
動
に
つ
い
て
も
民
主
的
た
規
制
を
加
え
て
い
く
よ
う
な
、
地
方
公
共
団
体
の
民
主
的
誘
致
政
策
が
、
国
民
経

済
的
視
点
を
ふ
ま
え
る
な
か
で
、
策
定
さ
れ
施
行
さ
れ
て
い
く
条
件
も
次
第
に
現
実
化
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

『
中
部
圏
基
本
開
発
整
傭
計
画
』
、
中
部
圏
開
発
整
備
協
議
会
、
昭
和
四
三
年
六
月
、
五
四
べ
ー
ジ
。

『
第
３
次
愛
知
県
地
方
計
画
』
、
第
３
次
愛
知
県
地
方
計
画
委
員
会
、
昭
和
四
五
年
一
月
、
「
飛
躍
の
時
を
迎
え
て
」
よ
り



（
３
）
　
同
前
書
、
三
四
～
三
五
ぺ
－
ジ
参
照
。

（
４
）
　
同
前
書
、
一
七
七
ぺ
ー
ジ
参
照
。

（
５
）
　
同
前
書
、
一
八
三
～
一
八
四
ぺ
ー
ジ
。

（
６
）
　
同
前
書
、
三
二
九
ぺ
ー
ジ
。

（
７
）
　
目
本
住
宅
公
団
法
の
第
三
一
条
（
業
務
の
範
囲
）
の
中
に
は
「
工
場
等
の
用
に
供
す
る
宅
地
の
造
成
」
、

　
　
ま
れ
て
い
る
。

（
８
）
　
『
第
３
次
愛
知
県
地
方
計
画
』
、
前
出
、
一
八
四
べ
－
ジ
。

（
９
）
　
名
古
屋
市
、
　
『
名
古
屋
市
短
期
計
画
』
、
昭
和
五
〇
～
五
二
年
度
、
昭
和
五
〇
年
一
月
、
一
べ
－
ジ
。

（
１
０
）
　
同
前
。

（
ｕ
）
　
同
前
書
、
七
ニ
ベ
ー
ジ
。

（
１
２
）
　
同
前
、
　
一
八
三
べ
ー
ジ
。

（
１
３
）
　
同
前
、
二
一
五
べ
－
ジ
。

「
工
業
団
地
造
成
事
業
」
が
含

中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
下
）

（
杉
野
）

六
七
（
　
六
七
）




